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編 集後記 にかえ て

法則定立的か，個性記述的か。

 -¥.__.ソナ リティのように，複雑

で，多様で，多面的なもの。而 も，

一つの統一体として，中心(自 我)

を もち，重層的なもの。而 も，生

物的，文化的基盤をもち，それな

りの生活史をへているもの。

 このようなものを研究するには
“何を”
， “eソ ナ リティのどこ

を”研究 しようとしているのか?

そのために “どういう技法”をと

ろうとしているのか? 全体性を

重 くみるのか，客観性 ・公共性を

重視するのか，などをよく考え，

弁えておくことが必要である。

 このような次第で，パーソナ リ

ティ研究には，歴史的にかな り対

照的な二つのアブR一 チがある。

その一つは 「法則定立的」(nom・

othetic)な 方法であ り，他の一つ

は個性記述的(idiographic)な 方

法である。

 前者が，いわゆる科学的アプロ
ーチであ り，パーソナ リテ ィの中

の普遍的な法則 だけを扱 う。一

方，後者は人間の独自性を扱う分

野であ り，歴史 ・芸術 ・伝記など

から研究される。

 前者は 「要素」の心理学であり

後者は 「構造」の心理学である。

 前者は “分析と因果的説明”を

行い，後者は “構造”を了解す

る。 '

 著者 は30年 来，パーソナリテ

ィの研究を行ってきているが，い

つ も，この両者を併用 してきてい

る。とい うのも，パーソナリティ

の研究には，つねに，そのような

視点が必要であ り，そのようなア

プローチが不可欠だからである。

 それは，例えば 「WAI」 という
一つの技法の開発についてもあて

はまる。

 著者は日頃，このようなアプロ

ーチを，俗に “ヨコのノー・マテ ィ

ブ”，“タテのノー一7ティブ”或い

は，又，“ヨコの研究”“タテの研

究”などと称 している。

 「WAI」 に即していえば， そこ

に書かれた20の 反応は，一人の

人間が， 自分をどのようにみてい

るかというYと を現わ した もので

ある。

 そ して，それを読むことによっ

て，その独自な個人が，“どのよう

な構造をもって存在 してい るか”

を了解することができる。

 これが “タテ”のアプローチで

あり， ローゼンツワイク(Rosen・

zweig)の い う 「個人力学」(idi・

odynamics)で ある。

 それに対 して，多勢の人に云っ

てもらったセルフ ・イメージをバ

ラバラにして，整理 ・集計 し，そ

こにみられる法則をみつけるのが
“ヨコ”のアブローチである。

 これは，パーソナ リテ ィの科学

的研究であ り，法則定立的研究で

ある。

 そ して，このような，いわゆる

「保険統計的」 研究は，独 自な個

人を 「共感的」に理解するための

基礎になる。

 前 置が長 くなったが，組織行動

研究第16号No.25 WAI技 法

を用いた自我の実証的研究(1)，

同第19号No.28同(2)， 同第

20号No・29同(3)は 巻末の事

例を除いて，このような法則定立

的研究である。これでやっと “タ

テ”の研究を行 うための基礎固め

が出来たとい う次第である。

 そ こで，次号からは，いよいよ

待望の “タテ”の研究にうつる予

定である。

 そ して，SCTも 加えて，“一人

の個性をもった，独自な個人，そ

のF一 タル ・パーソナリティの把

握を就みる”つもりである。
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